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図2　時間一電流曲線
i）の場合がn）の場合と比較して，流れた電流も大きく，銅線の色も著るしく変化した。
　ハ）考察
銅極では
　Cu　→Cu2＋＋2e一　　……①
白金極では
　（H202一→H20＋青02）
　壱02＋H20＋2e一→20H：一……②
lll置墜』話淵2｝この反応は銅線上で起る
　　　　　　　　（黒百）
　まとめると
　　～一一～酸化　　・一
　　1　　　　　　　　↓
　　Cu＋垂02→C、0
　　　　　　！　鳳＿　↑
　　　　　　　　羅兀一
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　①式は銅の酸化過程を，②式は酸素の還元過程を示す。また②式では，酸素の量により電流
の大きさが関係することを示している。反応に寄与した酸素が多いと電流の大きさも大きく，
また銅線の色の変化も大きく，銅の酸化はよりすみやかに行なわれる。
　　二）解説
　酸化還元反応の概念は中学校段階では，マグネシウムや銅との反応，あるいは，酸化第二銅
と水素との反応によって，酸素との結合，あるいは，結合している酸素の放出として扱われる
のが普通であり16・17），　また用語的にも自然であるから，　生徒も素直に認識することができ
る。しかし，化学反応の大きな類型概念を表わすものとして，理解するようになるために，原
子価ないしは酸化数の増減とか，電子の授受と結びつけるような扱いかたが，高校段階では行
なわれており，やや高度な抽象的思考が必要とされる。また，数多い酸化剤や還元剤を列記し
反応を分類するしかたや，イオン化列を暗記して金属や電池に関する変化や反応を憶えさせる
やりかたからでは，生徒の認識はなかなか得られていない。そのために，もっと直観的・感覚
的な学習ができるよう素材を導入し，組織的・系統的に行なう必要がある18）。
　その段階間の認識過程の飛躍を埋めるために，酸素が関与して酸化物ができ，　しかもその
際，電流（電子の流れ）が感知でき，なるべく簡単に，短時間でできる実験を模索してみたも
のである。
　本実験については，九州地区化学教育研究協議会（1970年）において口頭発表した。
6．むすび
　探究の過程を重視する現代化化学教育における実験の重要性について，大学教育においては
卒業実験を例にして述べた。中学校より高校にすすむにつれて，抽象的概念の増加はやむを得
ないところであるが，，その認識過程の飛躍を埋めるための，’簡単な実験にういても述べた。こ
の抽象的概念の具体化がモデル化19・20・21）であるが，別の表現をすればモデル化とは「視認
できない事象を視認できる事象に移行すること」であるので，第5項の実験例は，広義の抽象
的酸化還元概念，つまり，電子の授受を酸素の授受に関連づけたモデル化とも言うことができ
る。
　もちろん探究的学習のためには，教科書のありかた・位置づけや，仮説の設定等の役割も無
視できないところであるが，今回は触れなかった。
　本研究にあたり始終御教示いただきました本学部今井壮一元教授，浜田圭之助教授に厚く感
謝致します。
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